
学園都市構想の実現に向けて

平成２９年３月２７日

今治市企画財政部企画課

＊数字については平成２９年３月２７日時点のデータです
随時変更されます



人口数と世帯数の推移
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年齢階級別・男女別人口増減
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資料：平成22 年国勢調査 平成22 年の常住地と5年前の常住地との移動数の差引

特に若い女性
が減少
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県内他市町との移動状況
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将来推計人口

ἲ 22 53,461 ṕẎ32.1 ṾṖ

単位：人

平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

総数 166,532 158,287 149,964 140,974 131,680 122,292 113,071

男 77,893 74,359 70,606 66,515 62,295 58,101 54,062

女 88,639 83,928 79,358 74,459 69,385 64,191 59,009

年少人口（0～14歳） 20,844 18,523 16,366 14,296 12,524 11,330 10,510

生産年齢人口（15～64歳） 97,831 86,891 79,777 74,775 69,959 64,285 56,905

老年人口（65歳以上） 47,857 52,873 53,821 51,903 49,197 46,677 45,656

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2013 年3月推計）」
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１
平成28年

1月29日
「国家戦略特別区域を定める政令」公布・施行（指定区域として正式に政令指定）

２ 3月30日
広島県・今治市国家戦略特別区域（第１回）
区域計画（案）、今治市分科会の設置

３ 9月9日 第23回 国家戦略特別区域諮問会議（重点センターピン・プロジェクトに位置づけ）

４ 9月21日
今治市分科会（第１回）
「日本再興戦略」改訂2015に示された課題に対し、加戸守行今治商工会議所特別顧問が資料を提出

５ 9月30日
広島県・今治市国家戦略特別区域（第２回）
第１回今治市分科会の報告

６ 11月９日
第２５回 国家戦略特別区域諮問会議
獣医学部の新設を可能とするための関係制度の改正を直ちに行うことが決定

７ 11月18日～12月17日 国家戦略特区における、獣医学部新設に関するパブリックコメントの実施

８
平成29年
１月４日

共同告示の改正

９ １月４日～１月11日 「特定事業を実施すると見込まれる者」（実施主体）の公募

10 １月12日
今治市分科会（第２回）
内閣府・文科省ほか関係省庁による実施主体の審査・決定

11 １月12日～１月17日 区域計画に定めようとする特定事業の実施主体の公表及び当該特定事業の実施主体としての追加の申し出

12 １月20日
広島県・今治市国家戦略特別区域会議（第３回）
区域計画（実施主体を明記）を作成

13 １月20日
第２７回 国家戦略特別区域諮問会議
獣医学部新設を認める区域計画が内閣総理大臣に認定される

国家戦略特区これまでの経緯
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¸大学設置経費約１９２億円に対し２分の１以内の９６億円を限度額に複数年度に分割し
て交付

¸財源に大学誘致に備え積み立ててきた４０億円の基金を活用

¸愛媛県にも協力を依頼

Кὦ ₳ 29₴ ὑ͈⁸ ̝
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¸昭和５８年より新都市開発整備事業で高等
教育施設用地として整備した土地（16.8ha）を
無償譲渡

¸解除条件を付した譲渡契約を締結

新都市第２地区「いこいの丘」（高等教育施設用地）

大学誘致に対する市の支援
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新設獣医学部の特徴

ӣἶ

ἶ

¸ 「世界に冠たる先端ライフサイエンス研究を行う国際教育拠点」

¸ 「家畜・食料等を通じた感染症に関する『危機管理（水際対策）人材』の育成拠点」

¸獣医学科
入学定員１６０人（収容定員９６０人）

¸獣医保健看護学科
入学定員６０人（収容定員２４０人）

ᴣ

¸教職員数１３８人
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・食の安全確保や危機管理に対応する公衆衛生分野 ・健康食品分野
・農業共済組合等の畜産分野 ・今治タオルの繊維技術を活用した産業資材分野
・公衆獣医事分野、ライフサイエンス関連産業

֗ҧ

ʴⱲ⁸ ᷂ ӓר

Ӱ♥ ᷂Ϸᾦ

●施設整備：約240億円 ●大学運営：毎年約20億円

・各種イベントやまちづくりへの参画
・これまでにないお店やサービスの創出

・岡山理科大学と愛媛大学とで協定締結
・今治明徳短期大学とも様々な分野での連携を想定
・瀬戸内海沿岸地域での感染症対策など、危機管理における学術支援拠点の形成

・危機管理事象発生時の学術支援拠点 ・ライフサイエンス分野への貢献
・畜産物の安全確保、ブランド化 ・卒後臨床教育、技術研修拠点
・水産物の競争力強化、養殖技術の革新 ・地域動物医療における２次診療拠点

地域に開かれたキャンパス運営による 社会的・文化的効果の波及に期待

大学が地域にもたらす効果
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大学完成図（イメージ）
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大学配置図（イメージ）
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 ↓─ │⁸ 96 ─ ⌐╟╡⁸ ─ ╩ √ ⌐

≤⌂╢ ≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⌐⅔™≡ ⅜ ╠╣⌂⅛∫√ ⌐⅔™≡⁸ ⌐ ⇔⁸™⅛⌂╢ ╙

╦⌂™⁹ 
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